
長崎大学教養部紀要(自然科学篇) 第34巻 第1号 75-85 (1993年7月)

少年スポーツ競技活動に関する調査研究

田井村明博

(1993年4月28日受理)

Investigation of Children in Competitive Sports

Akihiro TAIMURA

I.緒言

これまで高度なトレーニングを行なってきた青少年を中心として開催されてきたスポーツ兼

技が,さまざまな年齢層で行なわれるようになってきた.中高年者では,健康への危機感から

広まったスポーツ活動が発展して,マスターズ大会などの競技会が数多く開催されるように

なった.また,小・中学生はもちろんであるが,なかには幼稚園児を対象とした組織化された

各種の競技会も数多く開催されており,スポーツ活動の組織化,本格化(専門化)現象がみら

れている.このようにスポーツ競技参加の対象者の年齢層が広がったことにより,スポーツに

関連する新たな問題が生じているのは衆知の事実である.

とくに,身体的にも精神的にもその発育発達過程の重要な時期である発育期(少年)のスポー

ツ競技への参加においては,さまざまな問題が生じている.子供たちのスポーツ活動が兼技志

向になった背景には,図1.に示すように,一つは各種兼技の競技力の向上を目指すために予

備軍である思春期前の子どもから専門的なトレーニングが開始され始めたことがあげられる.

もう一つの理由は,都市化による生活全般の変化によって遊びを中心とした身体運動の機会と

場所の減少から,子供たちに運動の機会と場所を提供する必要性が叫ばれ各種スポーツ活動が

普及した.しかし,それらが本来の目的を越えて過熱化し組織化,本格化,高額化現象が見ら

れるようになってきたことがあげられる.しかしながら,子供たちの指導経験の積み重ねや子

供たちを対象とした身体運動(トレーニング法など)の科学的研究による裏付けがなされない

ままに,即ち,子供の特性を考慮しないで大人のミニチュアとしてその実践が試行錯誤的に進

行してきたために,スポーツ障害をはじめとするさまざまな問題が生じてきたと考えられる.

身体的側面においてはとくに, "使いすぎ症候群(OverUseSyndorome)〝に代表されるスポー

ツ傷害の問題12,13,20,30)があげられる.また,精神的側面に関しては競技結果が重視される(勝利

至上主義)ため,常に勝敗を意識させられたりすることなどの原因から"もえつき現象(Burn

-out phenomenon)〝などの問題21,22,24)があげられる.

これらの問題については,これまでに数多くの調査研究がなされている.とくに,少年スポー

ツにおけるスポーツ傷害については,日本体育学会の発育発達専門分科会シンポジウムのテ-



図1少年スポーツ活動における問題点

マ14,15,25)としてもたびたび取り上げられ討論されている.また,全国各地に医師,研究者,指導

者を中心としたスポーツ医科学委員会や研究会が発足し,種々の問題解決のための活動が開始

されてもいる.こうした調査研究の結果と問題解決のための対策については,数多くの報告書

が出されているし,最近ではマスコミなどでも取り上げられある程度のフィードバックがなさ

れていると思われるが,それがどの様な方法で,どの程度伝達され現場に生かされているかと

いう,いわゆる情報伝達の方法と結果については明らかにされていない.

また,米国では1985年にNCSA (National Strength & Conditioning Association)により,

それまで反対する意見(有意な筋力の向上が得られない,ウェ-トトレーニングの危険性など)

の多かった思春期以前の筋力トレーニングについて,各種の条件(指導者,施設,プログラム

など)が整えば,筋力トレーニングが思春期以前の選手にとっても安全で効果的であるという

声明2)が出されている.我が国でも船津6,7)の研究報告によると,思春期以前の児童においても量

的には異なるものの成人と同様に筋力トレーニングにより筋量と筋力が増加する可能性のある

ことが示されている.

しかしながら,思春期以前の子供たちにとって筋力トレーニングがほんとうに必要で安全で

あるかどうかについては,いまだに問題が残るであろうし,身体的発育発達に適した身体運動

(トレーニング)として,基本的動きづくり(いわゆるサイバネティクス系の体力)が重要視

されている11,16,23)にもかかわらず,エネルギー系の"筋力トレーニングの有効性〝のみがひとり

歩きすると問題はいっそう複雑になると考えられる.

以上のような観点から,発育期の少年スポーツに関するさまざまな未解決の問題は数多く存

在するであろうが,これまでに実験的研究や調査研究によって明らかにされた問題についての

解決策,提言などの情報1,10,17-19,26,28,33)が,どのような方法で,どの程度,現場(指導者,保護者

など)にフィードバックされ,実施されているかを明らかにし今後の情報伝達の在り方につい

て検討することが本研究の目的である.
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II.方法

1.調査対象: N市スポーツ少年団,小学校課外クラブの指導者120名

2.調査手順:調査用紙を直接各チームの代表指導者に郵送し,回収

3.調査内容:

A.チーム,指導者の実態について

(1)指導の種目,選手数

(2)指導者の年令,職業,資格,子供に対する期待

(3)練習について(場所,回数,内容など)

(4)試合について(試合回数)

(5)他の種目の実施状況

(6)スポーツ障害について

B.少年スポーツに関する知識の認識度と実践及びその入手方法について

以下に示す子供の身体運動,スポーツ活動の安全で効果的な実践のための数多くの提言,あ

るいは問題解決のための対策として報告された事項について,その認識の程度(認識度)と実

際の指導において実施あるいは考慮しているかどうか,さらにこれらの事柄をどのような方法

で入手したかについて調査を行った.

a)少年スポーツに関する提言,問題解決のための対策

(1)力強さよりも,より多くの基本的動きを経験させる

(2)子供たちの身体的発育発達の個人差を考慮する`

(3)同じ動作をあまり多く繰り返さない

(4)休息の重要性

(5)勝利至上主義の弊害

(6)使い過ぎ症候群

(7)バーンアウト現象

(8)あまり多くの技術や作戦を教えない

(9)おまり多くの期待をかけない

(10)評価をしすぎない

(ID練習,トレーニングは計画を立て,定期的に見直す

(12)ストレッチングの有効性

(13)技術練習は疲れの少ないうちに行なう

(14)うさぎ跳びは危険である

(15)腹筋運動の正しい実施方法

(16)運動中の水分摂取の方法(水分摂取は,少しづつ数回に分けて行なう)

b)情報入手の方法

(1)指導者自身が選手であったときに指導を受けたことがある

(2)指導者講習会あるいは勉強会などで学んだ

(3)テレビや新聞などのマスコミによる報道で知った
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(4)身体運動,スポーツ,トレーニングに関する解説書や雑誌

(5)他の指導者などの特定の人から教えてもらった

(6)その他

III.結果及び考轟

合計120名の指導者に対して調査用紙を郵送したところ,72通の解答が得られその回収率は

60.0%であった.

1.調査対象チームについて

(1)指導種目,選手数

指導の種目はサッカー(24),ソフトボール(19),バスケットボール(10),空手(9),刺

道(4),バレーボール(2),陸上・野球・バドミントン・バトン(1)であった.本研究で

は種目の特殊性よりも,少年スポーツに関する基本的内容に重点がおかれているので,分析に

は全てのデータを用いた.各チームにおける選手数は,平均25名で,21-40人のチームが最も

多く52.8%で,41-60人(25.0%),60人以上(ll.1%),20人以下(ll.1%)であった.

(2)指導者の年令,職業,資格,子供に対する期待

指導者の年令は,20歳台が最も多く31.9%,30歳台29.2%,40歳台25.0%,50歳以上13.9%

であった.指導者の職業は会社員が40.2%で最も多く,つぎに教師の38.9%,自営業12.5%,

無職8qO/
蝣070であった.図2は指導者の資格について示したものである.都道府県レベルの指導者
講習会に参加することによって獲得できるスポーツ少年団認定指導員が38.9%で蕨も多く,全

国レベルの中央講習を修了したものに与えられるスポーツ少年団育成指導員が13.9%であった.

その他の資格も含めて資格を有するものが69.7%であったが,資格のないものが30.6%であっ

た.
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図2指導者の資格(多重選択)
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図3は指導者が子供たちに期待する内容について示したものである. 「スポーツの楽しさを

知ってもらいたい士「多くの友達(仲間)を作ってもらいたい」, 「精神的に強くなってもらい

たい」, 「礼儀作法を身につけてほしい」の項目においては80%前後で高い割合を示した・ 「より

健康になってもらいたい」 66.7%,競技指向を伺わせる「技術の向上を目指してほしい」では,

48.7%と低かった.指導者の多くはスポーツの技術的側面よりも,楽しさや,友達づくりなど

のスポーツ活動から得られる無形の効果を期待していることが伺えた.

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0(%)

スポーツの楽しさ

健康・体力

精神的要素

技術の習得

礼儀作法

友達つくり

その他

図3指導者の期待(多重選択)

(3)練習について

練習の場所は学校の施設利用が90.6% (屋外施設56.9%,屋内施設34.7%)であった・図4

は週当たりの練習日数を示したものである.週3日が最も多く24.9%であるが,週5日以上が

合計で40.3%も占めている.一日の練習量は2時間が47.2%で,ついで2時間30分が29.2%,

3時間以上が12.5%である.日本体育協会の調査では1-1.5時間が最も多く・本調査対象チー

ムの練習時間が長い傾向にあった.図5は練習計画について示したものである・ 「年間の活動予

定を含んだ計画表を作成し,選手,保護者に配布している」が27.8%で最も多かった・ 「計画は

立てているが,メモ,計画表は作成しない」 「練習の前日あるいは当日に考える」 「練習の直前

に考える」などの計画性のないものが合計で約半数(45.9%)を占めている・練習に関するこ

れらの実態から,依然として練習量が多くその計画性に問題が残っていることが示された・
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図5練習計画について
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(4)試合について

図6は年間の試合回数を示したものである. 10回以内が41.7%で最も多かった.ソフトボー

ル,サッカーのチームのほとんどは年間50回以上(18.1%)であり,その中で4チームは100回

以上で車高は120回とこれらの種目では極端に試合回数の多いことが示された.試合を多く行な

うことは単純でつらい基本練習よりも楽しめる半面,試合結果を重視するなどいわゆる勝利至

上主義になりがちであるので,その方法(一部の子供たちだけ出場しないようにするなど)と

目的が十分に明確にされるべきであると思われる.

田1-10回

yA H-20回

蝣21-30回

図31-40回

口41-50回

■ 51回以上

図6年間の試合回数

(5)他の種目の実施状況

チームの当該種目以外の実施については, 「全く行なわない」が44.4%で,行なわない理由と

しては, 「-種目で十分である」と答えたものが40.6%であった.子供たちには一つの種目を専

門的に行なわせるより,より多くの運動経験をさせたほうがよいという研究結果や提言がある

にもかかわらず, -種目のみ行なういわゆる競技志向が伺える.

(6)スポーツ障害について

子供が身体の痛みを訴えることがあるかどうかの問いに対しては, 「よくある」, 「ときどきあ

る」と答えたもので約70%をしめ,高い割合であった.痛みの原因については, 「成長によるい

たみ」 (65.5%)と答えたものが最も多かったが10.9%が「過度の練習によるもの」と答えて

いる.訴え時の処置については61.8%が「休ませる」と答えたものの10.9%が「気にしな

い」と答えている.また,子供たちの身体的側面について, 「気軽に相談できる人がいる」もの

は,わずか26.4%にすぎず, N市内の大学病院にスポーツ相談室が調査の約2年ほど前に開設

されたにもかかわらず,約60%が「知らなかった」と答えている.発育発達の盛んな子供にお

いては,その発育発達の速度が大きいので一時的に関節の痛みを訴えることがある.痛みの訴

えに対する練習時の処置(休息させる)についてはそれほど問題があるとは思われないが,千

供の身体的側面に関しての問題解決の対策(身近な相談者,スポーツ相談室の活用など)に乏

しいことが伺える.

以上,チーム,指導者の実態についてにその調査結果を示したが,指導者の資格(指導者自

身の指導上のトレーニング),多い練習量,練習の計画性,過度の試合回数,スポーツ障害に関

する対策に乏しいなど,依然として多くの問題が残っているものと考えられる.
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2.子供のスポーツ活動に関する知鼓の提級度と実践及びその入手について

図7は,これまでに,身体運動,スポーツ活動の安全で効果的な実践のために,数多くの提

言,あるいは問題解決のための対策として報告された事項について, 「知っているかどうか(認

識度)」, 「実施あるいは考慮して指導しているかどうか(実施度)」の質問に対する結果を示し

たものである.それぞれの項目において, 「知っている」と答えたものの割合は, 「力強さより

も多くの運動経験をさせる」, 「子供たちの身体的発育発達における個人差を考慮する」, 「勝利

至上主義の弊害」, 「使い過ぎ症候群」, 「うさぎ跳びの危険性」, 「運動中の水分摂取の方法」, 「休

息の重要性」が80%前後で高かった. 「バーンアウト現象」, 「あまり多くの技術や作戦を教えな

い」, 「評価のし過ぎ」, 「あまり多くの期待をかけない」, 「腹筋運動の正しい実施方法」, 「同じ

動作をあまり多く繰り返さない」の項目では60%前後で他と比較して低かった.過去によく

実施されてきた「うさぎ跳び(の危険性)」や,タブーとされてきた「運動中の水分摂取(の方

法)」については,これまでに行われた数多くの研究により科学的根拠も示され,また「力強さ

よりも多くの運動経験をさせる」, 「子供たちの身体的発育発達における個人差を考慮する」に

ついても数多くの報告や提言がなされていることから,その情報の伝達が比較的スムーズにな

された結果と考えられる.一方, 「バーンアウト現象」, 「あまり多くの技術や作戦を教えな

い」, 「評価のし過ぎ」, 「あまり多くの期待をかけない」の項目においてその認識度が低かった

のは,これらのいわゆる競技志向の強いスポーツ活動の弊害が現れるのに時間がかかり,今回

の調査対象とした指導者の指導期間中(小学校高学年中心)でなく思春期以後に現れる現象で

あることがその原因と推察される.
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図7認識度と実践・考慮の程度
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「実施しているあるいは考慮している」と答えたものの割合は, 「多くの運動経験をさせる」,

「子供たちの身体的発育発達における個人差を考慮する」, 「勝利至上主義の弊害」,使い過ぎ症

候群」, 「うさぎ跳びの危険性」, 「運動中の水分摂取の方法」, 「休息の重要性」が高い値であっ

た. 「バーンアウト現象」, 「あまり多くの技術や作戦を教えない」, 「評価をし過ぎない」, 「あま

り多くの期待をかけない」,「腹筋運動の正しい実施方法,「同じ動作をあまり多く繰り返さない」

の項目では60%前後で他と比較して低く,認識度と同じ傾向であり情報獲得の重要性を示し

ていると考えられる.

図8は,スポーツ指導者として獲得あるいは実施,考慮しなければならない事項の入手の方

法についての問いに対する結果を示したものである.図8から明らかなように,それぞれの項

目において「講習会,勉強会などで知った」, 「指導を受けたことがある」と答えたものが特に

多く,情報の伝達方法については各種講習会の開催,指導者予備軍(指導者を目指している学

生など)に対する徹底した指導が必要であると考えられる. 「ストレッチングの有効性」, 「うさ

ぎ跳びの危険性」, 「正しい腹筋運動の方法」, 「運動中の水分摂取の方法」などのより具体的な

項目では, 「トレーニングに関する解説書や雑誌から入手した」ものも多かった. 「使い過ぎ症

候群」については,運動障害との関連で最近大きく取り上げられたこともあって, 「テレビや新

聞などのマスコミによって知った」ものが多かった.特にN市のような地方都市では全国,あ

るいはブロックレベルの講習会はほとんど開催されないことから,専門の解説書,雑誌あるい

はテレビなどのマスメディアも有効に利用されていることが伺える.

図9は,指導資格の有無別に, 「知っているかどうか(認識度)」の程度を示めしたものであ

る. 「ストレッチングの有効性」を除く全ての項目において有資格者のほうがその認識度が高

かった.程度の差を検定するためにx2検定(P<0.05)を行なったところ, 「力づよさよりもよ

り多くの基本的動きを体験させる」,「子供たちの発育発達の個人差を考慮する」,「休息もトレー
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ニングの一部である, 「使い過ぎ症候群」, 「バーンアウト現象」, 「あまり多くの技術や戦術を教

えない」, 「技術練習は疲れの少ないうちに行なう」の項目において有意な違いが認められた.

図10は, 「実施あるいは考慮して指導しているかどうか(実施度)」について,指導資格の有

無別に示したものである. 「知っているかどうか(認識度)」と同様に, 「ストレッチングの有効

性」を除く全ての項目において有資格者のほうがその程度が高く, x2検定の結果「休息もトレー

ニングの一部である」, 「使い過ぎ症候群」, 「バーンアウト現象」, 「あまり多くの技術や戦術を

教えない」, 「練習,トレーニングは計画を立て,定期的に見直す」の項目において有意な違い

が認められた.これらの結果から明らかなように少年スポーツ活動のより適切な指導には,描
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導者の資質の向上が不可欠であると思われる.すなわち,指導者は指導資格の獲得,定期的に

各種講習会への出席,日頃の専門の解説書や雑誌の購読を通して常に正しい情報の獲得,理解

をした上で適切な指導を行う必要があると考えられる.
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